































藩の動向 おいて、これらの 略を無視することはできない。前者は武力による倒幕路線に、後者は大政奉還による廃幕路線に連 することになる。
さて、慶応元年早々から、薩摩藩は藩政に重点を移行した
ため、中央政局より小松帯刀を始めとする藩要路の離京・帰藩が促された。これは元治元年秋以降の既定路線であり、この段階から藩内改革が優先され 小松は薩摩藩の慶応改革と呼べるような富国強兵策を推し進めたが、中でも更なる海軍力の向上を企図した。例えば、軍艦購入 積極的に進め、集成館に機械工場を設置して艦船の修理を可能とし、それにかかる日数や経費の削減を実現した。また、海軍
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2方を設置し、海軍所を開設するため志願兵を公募するなど、制度、施設設備などの充実を目指した。しかし、目まぐるしく変動する中央政局から完全に撤退 ことは叶わなかった。
薩摩藩はこの時期から、何かにつけ抗幕姿勢を著しく強め


















した見解とは言い難い。薩長 の成立の経緯は後世に出来上がっ 言説によるところが多く、坂本や西郷ありきの英雄譚が実しやかに喧伝されてい 、これらを踏襲した議論に拘泥している部分も見受けられる これは史料解釈が不十分であると同時に、当時 政治状況、特に 摩藩の動向の解明が疎かになっていること よると考える。
本稿では、これまでの先行研究にも十分に目配りをしなが
ら、一次史料の再確認と当時の政治動向の考察を十分に行うことによって、慶応元年春以降の薩長融和に向けた坂本の周旋活動の経緯や意義、西郷吉之助の来関問題の実相、長州藩の軍需品購入と薩摩藩の協力の実態や薩長融和過程での位置付けを明らかにする。その際 は、でき 限り 州藩の動向にも留意したい。また、該時期の中央政局における薩摩動向を、家老桂久武の上京事由や在京行動を通じて論じたい。
そして、いわゆる薩長同盟そのものについては、坂本およ
び黒田清隆の長州藩派遣の目的や経緯 特に黒田の派遣は藩命や西郷の内意によるものとされているが、独断専 行為












再建であった。文久三年（一八六三）七月の薩英戦争によって、天佑丸・白鳳丸・青鷹丸を失い、海軍は全滅してい 。また、十二月二十四日、薩摩藩が幕府から借用した蒸気船が兵庫から長崎に向かう途中 豊前田ノ浦から長州藩によっ砲撃され、大きな犠牲が生じた。砲弾自体は命中しなかったものの、逃走時に火災を起こし、六十八人の乗組員 二十八
名が溺死した。この中には、有能な士官・機関員・ボイラー員が多数含まれており、薩摩藩の海軍力はこの時点で壊滅的なダメージを受けていた。
その後、元治元年（一八六四）一月から安行丸（前年九月






と、 「神戸勝方江罷居候土州人異 借 いたし航海之企有之坂元
（ママ）
竜馬と申人関東江罷下借入之都合いたし候所、能ク談判
も相付候よし、右ニ付同長藩高松太郎と申人国元より罷帰候様申来候由、然ル所当分土佐国政向甚厳敷不法之取扱有之帰候へは則命は絶候よし、右の船参り 得は則乗込ニ相成候間、夫迄潜居之相談承り余計之事な ら右辺浪人体之者ヲ以航海之手先ニ召仕 法は可宜と西郷抔滞京中談判もいたし置候間、大坂御屋敷江内々潜メ置申候」とあり、初めて具体的
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4な動向が窺える。
これによると、神戸の勝塾に居た土佐藩脱藩浪士グループ









薩摩藩としては、それまでの長州藩へのアプローチは支藩である岩国を通じ のものであり、高杉晋作による功山寺挙兵以後の内訌による藩内 混乱も相俟って、宗藩であ 長州藩本体との接点を容易に見出すことは叶わなかった。その点、坂本は長州藩士とも交流があり しかも、この間に行動を共にしたことから、小松・西郷 政治的周旋を坂本に任せることが可能である 判断したものであろう。
よって、小松らは坂本に対し、薩摩藩が抗幕体制を採るに
あたって、長州藩をパートナーにする意思があること 申し含めた上で、長州藩への情勢探索に派遣したと考え 。その際には、当然久光の了解が ったことは言うま もなく、久光に対する報告が求められ 。薩摩藩に仲間と共 庇護ている坂本が、薩摩藩の要請を了解することは至極当然である。坂本が薩長融和に尽力するのは、 人の意思の有無に拘らず、薩摩藩の意向に沿った周旋活動に他ならない。ここに、薩摩藩士・坂本龍馬としての履歴がスタートする
五月十六日、坂本は付添として付けられた薩摩藩士児玉直
右衛門と共に鹿児島を出発し、二十三日に太宰府に至り、翌日には三条実美 五卿に謁見した。これは、西郷 が周到に用意した筋書きであり 長州 潜入のた の手引きを期待し






此内児玉直右衛門付添坂本龍馬爰許へ差入、私共江曳合之上五卿方江致拝謁、三条公より安芸守衛（黒岩）被差添、坂本事、先達而長州江差越、同所之事実探索之廉々御方様（茂久、実際には久光）江一封を以申上賦ニ而、直右衛門儀当所江是迄滞在為致置候所、此節土方楠左衛門帰府便より別紙相達ニ付、いつれ之筋長防之情実等細々承得、私共より形行書 以御届申上心組ニ而、早速右楠左衛門江致面会旁承得候所、此度蒸気船より大山彦太郎（中岡慎太郎）御国許 様罷下 方今 之形勢等申上賦承得候趣御座候間、疾ニ万端御聞取相成候半、右ニ付別紙坂本書面相副 差返申 間 右様御納得可被下候、
これによると、児玉を差し添えて派遣された坂本が大宰府
に着いたので、渋谷らの手配で五卿へ拝謁させる段取りが済んだことを伝え、その後、三条の配慮による黒岩の手引きで坂本を長州藩に潜入させ、情勢探索した結果を久光に言上するために児玉を大宰府に止まらせていた。そこに土方楠左衛門が大宰府 戻り、坂本からの別紙を受け取り、長州藩の情勢も細々聞き及 が 中岡が鹿児島に向かって言上 及ぶ
とのことなので、既に聞き及んでいると考え、坂本書簡を児玉に持参させる みとしたので、了解して欲しいと述べている。
ところで、五月二十三日、長州藩士小田村素太郎（十四日






在年既ニ謝罪之道相立候ニ、比上又何様之子細を以御再討相成候哉、一応問尋 上猶暴挙 攻寄候時は 二国死力を尽し防戦可致と 末藩並吉川皆共山口江会議、桂小五郎ニも帰参、要路ニ被用、当分其手当盛之由相聞得申候」と、長州藩


































その渦中の大切な時期に 拘らず、木戸が坂本との会見を優先した は、非公式 がら坂本が薩摩藩から派遣されていからである。坂本個人のキャラクターや既知の関係であった
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7慶応期政局における薩摩藩の動向
という事実は、この際関係なかった。そして、坂本から薩摩藩の事情を篤と確認し、間違え ければ大宰府に出向いて三条に謁見し、薩長融和の仲介を依頼する意向が垣間見られる。また、坂本が三条従者の黒岩を同行していることも 木戸にとっては好都合であった。木戸はこの機会を捉え、一気に薩摩藩 提携できる可能性に賭けたと言えよう。
なお、坂本来関の情報は藩要路等の一部しか知らされてお
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8相尋候」と、坂本は薩摩藩が海軍を興す予定であり、自身も関わっていることを述べた。
そして、坂本から薩摩藩への長州藩の存念を問われたこと
に対し、 「是迄ハ薩長之間互ニ齟齬いたせしも、間ニは讒間之所為も可有之、乍去古来聖賢も讒間は難防候得ハ 唯天下公然 道さへ踏ミ互ニ為国家尽力致候事なれハ、相談無之候共其轍ハ一致いたすべく、幾重ニも御勉強可被成候 我藩は当今袖手之時ニ候得は何事も不如意候 乍去互ニ勉強は可致ト相答申候」と、薩長提携に前向きな姿勢を示したところ、坂本も同意したと回答した。また、木戸は坂本から「 は総而滅幕之論と被察候」との印象を受けたことも重要である。西郷の来関情報に踊らされて、大宰府行きはなし得なかったものの、木戸の当初の目的であった坂本との会談は、薩摩藩の抗幕姿勢を確認できたことも相俟 て、成稿裡に終わったと言えよう。
ところで、木戸の下関滞在は閏五月二日から二十七日の約
一ヵ月に及んだ。確かに、西郷の来関を待ってい ことも間違いないが、それ けが事由ではなかった。この間 下関を宗藩が長府藩から上地する計画があり、そ ことが紛糾 て高杉・井上聞多・伊藤俊輔は亡命するなど身を隠さざるを得ない事態にまで発展していた。その調停は木戸にしか適任者がおらず、それに努めており高杉らの帰藩の実現に奔走
た。また、閏五月十日に英国特派全権公使パークスが横浜赴任の途次に下関に寄港する事態が起こり、井上・伊藤と共に会見するなどの対応 追われた。
二十一日に至り、中岡が来関し西郷の上方直行の報が齎さ





め、陸路江戸城を進発した。その一報が鹿児島に齎されると、薩摩藩においても対応を検討すること なった。当時薩摩藩の方針は、長州再征後の幕府の矛先が薩摩藩に向かうことへの警戒心から 島津久光は藩地に割拠して、貿易の振興や軍事改革・武備充実による富国強兵 目指し始めており、幕府から距離を置いて将来の戦闘 備えるという抗幕志向を明確にしていた。そして、中央政局からも一線を画するため、この段階では小松帯刀・西郷吉之助・大久保 蔵 全員、藩地に呼び戻していた。











招き、将軍家の没落に繋がると指摘する。そして、 「三年も浪花城に罷り居るとは、何と申す迂説にて御座候や 一年も六ヶ敷御座候わん、何も扨置き、此の節の進発 天下のため雀踊此の事と存じ奉り候」と、大坂城で 滞在は一年が限度であろうと 見通しを示し、今回の進発は抗幕体制構築にプラスになるとの意向を述べた。
薩摩藩廟は大久保を上京させ、取り敢えず情勢探索と長州











より入説ヲ以、相固メ候故、卓越之御腹不相居勢ニ被推候、御通病無是非御事ニ御座候」と 一会桑勢力によって取り込まれており、それに対抗しうる卓越した人材に乏しく、相変わらずの因循に流れている状況を悲観する。そして、このような状況であるため、 「征伐之綸旨サエ出不申候テ、迚モ不可成儀ヲ、如何様奔走イタシ而も、無用ニ属スル而已ナラズ却而害ニ成トモ難図故、正三卿、内府公迄 十分之議ヲ申上、外ニ全ク口ヲ出シ不申候」と 長州征伐の綸旨の要求さえ幕府が申し出 ければ、到底 理をして周旋などできない。仮に奔走したとしても 無用であるのみならず、薩摩藩にとってはかえって害 なると判断し、正親町三条実愛および近衛忠房のみには十分に薩摩藩の方針を伝えるが、その他には一切口出しをしないとの方針を示した。
また、 「難差置大事ニ臨ミ候而者、不及論候へ共、其余之
儀ハ差置、益至理至当之筋ヲ明カ シ、粛然ト テ其時機ヲ見合候方、可然申談置候、必不遠御趣意相顕レ候外有御座間敷奉存候」として、当面の周旋中止を宣言した。一会桑勢力
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違由右旁ニ付、誰そ出京被仰付度趣共委曲承申」したが、大久保が上京すれば岩下が帰国するには及ばなかった。そ後、岩下から久光 対して、中央政局の情勢を詳細に言上したところ、 「猶亦勘考いたし候様御沙汰ニ相成、熟及勘考候」との沙汰があった。そもそも 「何分此節之機は不容易一大事之場合と存とちらニしても六ヶ敷事と存申候間 被差出候方可宜貴所御出張ニも相成居候付不被差出 も可宜も考候得共、壱人よりも弐人ニ而尽力相成 得は大キニ力之付候儀も有之候付」 、西郷の派遣を決定した旨、大久保に申し送った。
この文面から、小松には中央政局に対する切迫した心情は
全くなく、大久保一人で十分である のの、一人よりは二人の方が大きな力になると判断したため、西郷を派遣するとており、薩摩藩による積極的な周旋を行う積りが毛頭ないことが窺える。また、西郷の派遣は岩下 報告 受けた久光の意向が大きく反映された結果となっており、大久保から 書簡による懇請に応えたとされる通説は根拠がない。そもそ




















戸）面倉致し度に付是非馬関へ出浮呉候やう」と告げ 、木戸・西郷会談の実現を求めた。木戸は実際に土方に会うまでにこうした意向を確認しており、たまたま木戸 下関 来ることを土方が知ったため、そこで木戸自身の到着を持っていることも了解した。これを踏まえ、木戸は藩要路（山田宇右衛門・兼重譲蔵・広沢真臣・前原一誠）に対し、 「筑行者一先見合来関之上は大島へも可疑之箇條を挙屹度督責仕見度」と、大宰府行きを一先ず見合わせ、西郷が下関 到着し ら

























余程大丈夫ニてたのも く存候、当時小 郎ハ大ニ用られ国論なとも取定候事書出候よしニて、とも 〳〵よろこひ候事ニ御座候」と、木戸の復帰に る長州藩の変化を喜んでいるものの、西郷の来関については一切触れていない。坂本も土方発言だけでは確信を持てなかった感は否めな 。更に、





して進めたものであり、確かに薩摩藩は岩国・吉川経幹を通して長州藩への接近を図 つつあったものの、長州藩そのものに対しては内訌後の情報にも乏しく、とても積極的にアプローチする段階ではなかった。ましてや、下関に西郷を送り込むことは憚れたであろう。一方 長州藩・木戸は薩摩藩との連携を模索し始め いただけに、大きな期待があったことは間違いない。
木戸は前述した越前藩士瓜生三寅との会見の席で、 「大島














は、そして将来の第二次長州征伐に備えるために 、武器・軍艦の獲得は喫緊の最重要 課題であった。ところで、幕府は武器について 安政六年（一八五九）の開港当初より、諸藩が自由に購入することを許可して たが、文久三年（一八六三）七月以降 これを事前 届け出制にしている。また、軍艦については、文久二年七月以降、諸藩の購入を許可したが 神奈川奉行・長崎奉行 箱館奉行経由による注 とした。幕府は諸 の武器 軍艦の購入を認めていたが、いずれも結果として幕府の了解が常に必要であった。
抗幕姿勢を強める薩摩藩や長州藩などがこれを嫌い、いわ
ゆる密貿易によって、幕府を通さず 需品を買い求 るこ









ファン・ポルスブルックは、同国商会の武器売り込みを紹介し、薩長両藩を含むいずれの藩かは不分明であるものの、某藩からの注文のカノン砲が到着したこ を幕府に報じた。そして、幕府が購入を希望すれば、幕府が手に入れられるように斡旋すると申し入れ これに対し、幕府 謝絶し、諸に対する武器売り込みは条約違反であることを警告し いる。
さらに、同月九日には、幕府は米国代理公使ポートマンに
対し、上海 おけ 長州藩の蒸気船 密売に関する取調書を送付し、これを本国政府に報告して、そ 船を購入した米国商人およびその関係者を処罰 ことを要求した。その船とは、下関事件で撃沈された壬戌丸のこ で長州藩はそれを引き揚げ 慶応元年二月、大村益次郎を上海に派遣し、壬戌丸の売却とその利益による銃器購入 命じた。
この件は、幕府が第二次長州征伐に踏み切る理由に挙げて
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本らは伊藤の依頼の有無に拘らず、上京して長州藩の情勢探索の結果を西郷らに報告する意図 あった そもそも、こうした政治的判断を下せる は島津久光を除いては小松帯刀しかおらず、薩摩藩の内情をよく知る坂本にとっ は、本来あればまず掛け合う対象が小松であること 自明 あった。しかし、小松は上京しておらず、まず 西郷にその可能性を打診 ようとした程度と考える。
六月二十四日、坂本らは京都の薩摩藩邸で西郷と会見した
が、その内容は不分明であり、その場 名義貸し 何らかの交渉 あったのかど も分からない。仮に ったとしても西郷が明確な回答ができな っ ことは疑いがない そもそ
も、坂本が次に長州藩に向かうのは九月下旬であり、結果として、伊藤との約束を果たせていない。坂本らが本件で十分に周旋したとは考え難く、どの程度名義借りについての成算があったのか かつ当初から本腰を入れて周旋する意思があったのかは甚だ疑問である。
長州藩の武器購入については、前述の通り、青木群平が長





女王へも深く相頼越候趣も有之、定而将軍より直書も参り候歟之趣に相聞、必竟長州之妨をな 候事が第一之主意に而、兎も角も幕は條約を国に付如何とも難致依而於長州此後武器を相求候手段決而無之」と、将軍から英国女王に直接 働きかけ、つまり幕府 よる長州藩の武器購入への妨害があった。そして、長州藩が今後武器を購入するこ はできないと、グラバーから回答があっ ことを藩廟に伝えた。
一方で、グラバーは「長州公之御船に而上海邊へ参り御買
得に相成候事は不苦、自然蒸汽船等にても無之候事に御坐候はゝ、上海ヘ一両人微行候而蒸気船を御買得可被成、其節右船に御誂丈ケ之小銃を密に積込候而御渡し申候儀は、いか様とも尽力可致」と、上海での軍艦・武器の購入の斡旋を提案した。木戸 軍艦・武器が購入できる見込み ない閉塞した





り、井上・伊藤を長崎に派遣し武器購入に尽力させ、万策尽きた場合は 海に渡航させて購入するしかないと独断専行した事後報告であった。焦燥感 募らせ 木戸がグラバー提案に乗っかる形で、勇み足的に決断した一 であっ 。薩摩藩云々 ついては、坂本・中岡を通じて軍艦購入に関わる名義貸しを薩摩藩に依頼しているこ 指し いるが、坂本らの周旋状況が不分明な段階 派遣を決めたこと なり、ここでも木戸の焦りを確認で よう。なお、当初から藩廟では 井上らが長崎 薩摩屋敷に向かうと捉えており、この件 散逸した木戸書簡（政事堂宛、七月十四日）に記載されていたものと考える。
井上らはたまたま京都から来関していた三条実美の従士楠
本文吉を伴い、七月十六日に下関を出発、 七 に太宰府に到着して土方楠左衛門を訪ね、薩摩藩士への紹介を依頼した。土方の計らいで翌十八日には篠崎彦十郎・渋谷彦助と会談し、武器購入に長崎に赴くための薩摩藩の通行手形を依頼






軍艦の購入を前提として、具体的な決済処理まで藩要路に依頼した。一方で、 「此度は如何様之事有之候而も 違約不下候様奉願候、薩州人え対し候而 自然違背仕 事出来 而は、僕等面皮は差置、国辱不可雪と奉存候 此段偏に御忘却不被下候様奉願候」と、名義借りによる購入に関して違約あっては、薩摩藩に対しても違約となり、取り返しがつかない国辱となると釘を刺している。これは、その後の海軍局からのクレームを想定してい 可能性も否定できない。
この要請に対し、山田宇右衛門は木戸に対し、七月十四・
ブック 1.indb   17 2017/02/24   11:39:29
18


























し、再び楠本文吉を伴い長崎 向かい二十 日に到着、長崎在番の市来六左エ門を早速訪ねて事情を開陳し、小松帯刀との会見を実現した。偶然とは言 、薩摩藩の筆頭家老 あり久光 唯一の名代的存在である小松が長崎に滞在していたことは、井上らにとってまさに驚くべき僥倖 あった。こ 間









はほぼ残らず手 入れることが叶った。そして、軍艦についても、 「御買入相成候儀は必然御決着相成居候事と相考、只得其名候へは子細無之 付、何卒買求候方略色々苦心仕候而、薩人えも急迫に談じ込依頼仕候所」 、意外にも小松の同意を簡単に取り付けるこ ができた。
この時、小松は井上らに向かって、 「固より於今日は唯吾




之忌譚に触候事いか計か被推察候事と奉存候、外藩にてさへ如此致周旋呉候事に御坐候へは、諸賢台一応御評決之事再変仕候様相成候而は、実 今日之急 応候而已ならず、外藩え対候而も国論一定之所はヶ様と申 言葉も有之間布と奉存候」と、薩摩藩でさえ幕府の嫌疑を厭わず 尽力している。一方で、藩廟が動揺して決定 覆すよう は今日の緊急事態に対応できないのみならず、薩摩藩に対して確固たる藩論を明言できないと苦言を呈し、速やかに 主の再度の購入許可の決済を求めており、井上らの只ならぬ焦燥感が窺える。
更に、 「艦之儀は一且薩人へも依頼仕候而略相決候儀、且
後来之所も薩と御合一に御坐候へは、此方より余り動揺之言を不出方可然と奉存候間、何卒速に君土御伺、艦の御入用御不用と申事を急速に御答奉願候」と、軍艦 ことは小松の了解もほぼ得ており、今後も薩摩藩 は一体と ってこと















臣・前原一誠・木戸宛、七月二十六日）に接し、また木戸から決断を求められたことも相俟って、蒸気商船一隻・蒸気砲艦二隻の購入を決定し 。前者は井上らが交渉中の木造船ユニオン号（その後、海軍局の藤井正之進・長嶺豊之進による点検後、購入することに決定） 、後 海軍局に命じてそれぞれ購入し、その費用は撫育金から捻出することとし、八月三日に藩主の裁可を得た。
藩廟の翻意の背景として、井上らが小松と接触した事実が
大きく寄与している。小松は薩摩藩の筆頭家老であり、久光の名代とも言える存在であり、こ 間、岩国・吉川経幹を通じて対長州藩交渉を続けてきたが 宗藩との接触は皆無であった。長州藩にとって、その小松と井上らにパイプができ、しかも名義借りに止まらず、幕府の嫌疑を顧みずに長州藩への援助を申し出たこ に対し、望外な期待を寄せたことは間違いない。しかも、井上は小松 請われて鹿児島に向かっており、薩長融和に向け 雰囲気が俄然醸成されていた。七月二十一日の小松と井上・伊藤会談は 現実的な薩長融和に向けた嚆矢と言えよう
八月一日、井上は小松と共に鹿児島に到着、その後二〇日
間にわたって滞在したが、そ 間に桂久武 大久保一蔵・伊







かし、後述の通り、小松らは乗船しておらず、これは井上に誤認があったか らの予定に変更 あったのか、何らかの齟齬が生じた とは否めない。結局のところ、薩摩藩側には幕府の嫌疑を冒してまで、その時点で長州藩に有力藩士が赴くメリットを感じなかったのであろう。
この間の藩廟の動揺に嫌気がさしていた木戸は、萩で退隠
















藤の藩主毛利敬親への謁見 実現 ユニオン号購入の実現を依頼することにした。木戸・井上は山口に近藤を伴って赴き、九月六日に敬親 謁見して情勢報告と共に近藤引見を進言し、七日に実現した。 はユニオン号購入への周旋を要請するとともに、この間 尽力に謝意を示して三所物を下賜した。また、本件 関与した小松・桂・大久保・伊地知・市来等の藩士や運搬関係者（艦長・士官 水夫等）に対して贈答品を送った。
敬親が一介の浪人に過ぎない近藤を引見した事由である















の推測とは大いに相違し、幕府の嫌疑を随分と厭っており、薩摩藩内部で 基本的には長州藩を恨みに思う相手として捉えている。そして、 「有志と申ものは其邊之所は大に氷解致し居、実に要路之所 愈々合体合力其着眼を所は中々容易之訳に無之 尋常之事 而 薩之足もとへもよりつかれ不申様可相成と懸念此事に御坐候」と、薩摩藩の有志 その点は氷解しているが、要路は薩長の合体・合力 ついては容易に決断できずにおり、長州藩が 摩藩の足元に寄り付くことも容易ではないと嘆じる。
木戸は続けて、今回も大いに嫌疑を恐れて銃を下関に陸揚
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慶応期政局における薩摩藩の動向














いて、 「千万御気毒之所奉存候」と心情を吐露した。そして、この間の長州藩は「先年来於征夷府対外夷 所置不行届よりして、人心之動揺ニ立到、乍恐朝廷御威徳も御衰傾ニ可及相考、憂歎之余不顧微力致周旋候」と、幕府の外国との対応が不行届きとなり、人心が動揺して朝威 衰退したと考えて朝廷のために尽力した。しかし、 「諸事齟齬多く、赤心も貫徹不致而已ならす、今日之場合ニ立到 次第、何共残念之事御座候」と何かにつけ齟齬も多く、忠誠心も貫徹 きずに現在の状況に至って残念であると述べる。
続けて、 「此度貴国江罷出候家来之者より御様子委細致承








とっては、物足らなかった嫌いがあり、また、両藩内では反対または慎重である勢力の存在が確認できた。しかし 長州藩にとって 抗幕姿勢を貫く雄藩との連携のま とない好機






















など、薩摩藩との融和を図ろうと試みたり、閣老は越前藩・松平春嶽に依頼して薩摩藩 取り込む策略も施した。しかし、薩摩藩は長州再征には断固とした阻止行動を貫くなど抗幕姿勢を貫いており、それは通商条約の勅許問題においても同様であった。朝廷（廷臣）へ 過剰なまでの周旋活 や越前藩・宇和島藩などの雄藩への働きかけは、幕府の嫌疑助長することに繋がった。
薩摩藩は長州再征後に矛先を薩摩藩に向けるであろう幕府
から、外交権を取り上げることによって、なし崩し的に廃に持ち込もうとの政略を秘 てい が 当時の中央政局においては一会桑勢力の勢威は侮りが く、しかも に癒着する朝廷に対する有効な手段を持ち得なかった。ついて
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上京する手筈であったが、退帆が思いの外早かったため中止となった。そのため、この機会に桂 名代として天機を伺うことに り、本日務めを果たすと伝える。もちろん、 伺い自体は重要な事象であり、桂は上首尾に任務遂行が叶ったため、藩邸の多数を招いて祝宴 開くなどしている。しかし、他の家老にも天機伺 の目的が周知されていないことら、桂の最も重要な上京目的は別に存在していたことになるが、同書簡にお て、桂は具体 にその内容につ て、以下の通り言及 ている。
被仰忖候御趣意、早速打寄演舌イタシ候所、一統異論無之、恐入承知仕候間 此段御安心ノタメ、乍荒増申上候間、御聴ニ相達候儀共、宣敷御頼申上候、江戸表詰人数御引払ノ一条ハ、彼表事実貫徹不致候上、央ヨリマチ〳〵ニ相成、其節関係ノ者ノ内罷下候得ハ 決テ御掛念ノ廉モ薄ク、御安心 モ可相成 所 其篇ノ所行届兼、当方ニテ委敷承候得ハ、時機相当之様ニモ相聞 候、此節上村休介罷下り 由 委細御届申上候半卜奉存候、当分過激ノ論モ成程一応ハ世上ノ議論ニ依テ 庄中ノ談ハ為有之筈卜被相考、壮士暴生ノ枝葉ニ渉リ候 ハ、能キ事ノ様唱成シ候儀カ卜被察申候 有様ノ儀ハ折角念ヲ入御深慮 趣、一統万々恐入拝伏ニ 座候間 頓卜安心イタシ候
これによると、十二月二十日、桂は久光からの「御趣意」






座候」と、西郷が主導して進めているこ を認め その上で、 「決して果断抔と申す御扱い ては御座なく、時勢相当の御事 此の御方様より先に立って御始め成ら 候様の訳なれば、 懸念の御事も御座あるべく候得共 各藩には後れ候事に御座候」と、決して思切った策でもなく、諸 では先行して実施しており 薩摩藩はむしろ後手に回っていると主張
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する。また、 「天璋院様御方へ御情義において疎んぜさせられ候訳更にこれなく」と、天璋院を軽んじた策でないことも強調し、 「只嫌疑を恐れ候迄に相成り申すべく」と、幕府からの嫌疑を恐れて江戸藩邸人員の引き上げを反対して ると不満を漏ら 藩廟への取り成しを依頼した。
加えて、 「私情を以て嫌疑説を唱え候ものもこれある向き
に御座候、拝借等自由に相調い、随意の遊楼 面白がり、江戸へ行きたし念已まず、物議 起 り候事も少なからざるやに相聞こ得申し候間、必 俗論に御沈み下さ 間敷」と、江戸藩邸では金銭も自由に拝借可能で、好き勝手に遊郭で遊べるため、江 に いといった個人的感情から嫌疑説 唱える藩士の存在を指摘する。そして、こうした俗論に拘泥すべきではないとし、今や「天下割拠 姿に相成り、 まだ戦を始めざる計りに御座候所、因循の説 以て諸方へ大いに費用を増し候儀、有眼 もの恥ずべ 事には御座ある間敷や実に無用を省 有用を事 する時節、小事に拘い、区々たにはこれなき事と存じ奉 候」と戦闘がないだけの割拠状態にあるとし、冗費を省くべきである の持論を展開した。
こうした西郷の強硬路線に対し、江戸や京都から鹿児島に














島の状況や「御趣意」 内容や機微について懇切丁寧に説明し、久光の意向を尊奉すると 確約を西郷から得ていた。西郷は厳罰もあり得 自分が置かれている危うい状況を理解し、桂の助言に従い帰藩をこの段階で決意し ことが窺われる。なお、西郷は桂から藩邸内対立問題も指摘され いるが、この点は後述したい。
ところで、家近良樹氏は「久光は在京藩士が幕府を度外視



















































ついては、状況が日々目まぐ しく変わって全く予想もつかない。そのため 現在は藩邸に引きこもっているが、諸藩こうした薩摩藩の動向を窺い、帰趨を決め 子であると述べる。
また、長州征伐については、 「小藩タリ共少シモ不相応、
大ニ策ヲ失シ、頻ニ一・会 無謀策ニ落サレ候トノ幕情テ、夫故一向幕府ノ奸策モ一円不被相行、布テ内乱ニ相及、既ニ一橋ヲ落付策モ良相立候様子、此末必ス混雑ヲ引起シ可申案中 御座候」と、幕府の意向通りに進んでいない状況であり、一会桑勢力に不信感を抱き、慶喜を陥れる めに必ず
混乱が起きるのではないかとの見通しを述べた。加えて、後述する「過日柴田藤五郎ヨリ申出候趣モ有之」と、薩摩藩領日向都城の町家出身の旗本・柴田東五郎による周旋についても言及する。
閣老・一会桑勢力による現状打開を目指した薩摩藩への接
近工作は、越前藩を通じての工作を軸に実行されていたが、「一橋へ小松家御召相成、又会津ヨリ頻ニ相会度抔、様々手ヲ廻シ、小松家ニハ先日取合相成候所、至極相喜ヒ、合掌シテ相謝候位カタ〳〵思ヒ合候得共、奸策ニモ無之、幕ハ勿論一・会辺ニ於テモ策ナフシテ、実ニ尽力ヲ願ヒ候形ニ 見得」と、慶喜による 帯刀の召命に加え、会津藩も頻りに小松との面 を画策した。そして、小松が先日応じた際には至極歓喜し、合掌して謝辞を述べる有様であった 、しかし奸計ではなく、これらは幕府はもちろん一会桑勢力も策がなく、只々薩摩藩の尽力に期待しているようであると、幕府勢力の無策さを見下している。
更に、 「御両殿様御上京テモ有之候得ハ、三代以前之旧制
ニ復、大坂川口迄御出迎テモ相成 御信義ヲ御尽シノ治論相成居トノ説ニ御座候由」と、久光・茂久父子に対す 破格の扱いの可能性まで示唆しており 幕府の薩摩藩への依頼、およびその背景にある警戒心を窺うことができる。そ 、「其外小藩等ハ追々依頼之筋ニ御座候（略）夫故御人数ノ儀









れがあったため、黒田が下坂して十二月六・七日 両日、会見が行われた。柴田は「已前之幕役ニは色々浮説 信し、御国を被疑候事も為有之由候得共、只 板倉・小笠原之両閣老ニ於てハ、更ニ其等之疑念は無之候間、何事ニても被仰立候筋は被行候様いたし度」と、両老中は薩摩藩に疑念はなくその意向に沿いたいとの小笠原家老・多賀長兵衛 意向を伝えた。
そもそも、将軍家進発は一会桑勢力より執拗に要請された
結果であり、 「朝廷之御廟議且諸藩之議論共被聞召、素より将軍家ニも寛典之思召 候所、一橋・会津只管議論を建」てたとする。そして 此度長州 不攻屠候てハ、幕威益相衰天下之号令も是限可相廃と之趣を以被激励、終ニ勅諚迄も申下し下坂を計り、将軍家をして進退ニ窮セしめ 而して一橋は京師ニ居留り、天下之怨言憤罵を尽く幕府江摺付、己れ独り誉を取之姦計」 長州再征は一会桑勢力が仕組んだもの
とする。そして、将軍家を窮地に追い込み、慶喜は天下の怨嗟を免れて己一人が栄誉を恣にする魂胆であると、厳しく非難した。
こうした慶喜の姦計によって、 「旗下之士一橋を悪む事最
甚敷」 、ま 「今之板倉・小笠原も表ニは一橋と合論之様相見得候得共 右は勢ひ不得已之次第」であると、両閣老の慶喜の勢威に圧される苦しい現状を吐露した。そして 長州征伐は「内々既ニ和解之意通も たし有之候付穏ニ可相済」驚くべき楽観論を述べ 慶喜につい は、 「水戸江本家相続ニ可押込、営中之密議 候得共、彼人其儀承服いたす間散哉、万一承服無之時は、其侭ニ難被召置、自然其節は何様之異変到来 致哉も難計」と 水戸藩主に擁立するとし、万が一拒んだ場合は、慶喜に危害が及ぶことを示唆した
柴田は続けて、薩摩藩についてはこれまでも慶喜に利する
周旋をしており、 「御国より一橋を御救助可有之哉 之懸念も有之由、 体御国之儀 長州之事ニは勿論、外ニ何様足許ニ異変到来候 も、敢て御動キ無之、何方江も御荷担不被成御国論ニ候哉」と、昨今の薩摩藩の中立的な姿勢 詰った。こうした柴田の発言を踏まえ、黒田は「幕 間大ニ相軋、既ニ争端を 開程之勢ひと被察 是か為ニ御国を味方取込、後循 いたし度方略ニ相違有御座間敷哉ニ奉存候慶喜と幕府本体には大きな軋轢が生じ、戦端を開きかねない









嫁している 断じる。しかし、公然と義を唱えて慶喜 討つようなことはせず、自分たちの怨みを摩り替えて 摩藩に怒りを起こさせて代わりに対所させようとする魂胆であると述べる。
また西郷は、幕府は「長州にも一橋の策にて再討の儀も相













とともに、 「其の辺の所は自然桂大夫より委敷御見聞 次第、御申し越しの筈と存じ奉り候に付き、態と弁解仕らず候間、宜敷 汲み取り下 るべく候」と、西郷自身 弁解をしない態度を示した。
こうした経緯は、側役の蓑田を通じて久光に伝わるため、








あろうか。江戸藩邸人員の引き上げ問題に関する西郷支持者と反対者の対立であること 間違いない。西郷は自分の政略に自信を深めており、正義と信じた方針には例え相手が留守役であろうと、意に介せず自身 やり方を貫く傾向 あった。西郷は自覚がない中で、身分不相応なレベルまで様々な問題に容喙しており そ 秩序を無視しがち 態度を問題視する上役の存在が指摘でき、西郷と彼らの意思疎通の悪さが窺える。
一例を挙げると、十二月八日に前年の禁門の変に関し、幕








可能で、好き勝手に遊郭で遊べ ため、江戸 行きたいといった個人的感情から嫌疑説を唱える同僚藩士の存在も指摘したため、恨みを買っている可能性があ 。加え 、西郷を慕ってその周辺に集まり、西郷 威を借りて傍若無人な振る舞いが目立つ若年藩士に対して嫌悪感を抱き、彼らを必ずしも制御しない西郷に対する不満を持った藩士もいたであろう。以上から、藩邸内に西郷を国許に讒訴する反西郷グループが存在しても不思議ではない。しか には必ずしも藩邸が二手に分断されているとの認識はなく、また、反 派を取るに足らない存在と軽視していた。
一方で、西郷は小松と対立していたとする見方も存在す












噂も承り候間、決して左様に御座なく候、脇々より何様申し立て候ても、御両君の間を離間 はこれ無き事と弁じ置く事もこれ有り候」と、既に江戸では小松・西郷の確執の噂もあり、打ち消したと伝える。一方で、 「決して少しの御隔意もこれ無き様の御所置第一と存じたてまつり候、万々一他より間隔あるなどと申す様なる事候てハ、両君のところハ実に御国家の柱石と存じ申し候間、御注意下されたく願いた まつり候」と、決して少し 確執 生じないようにすることが第一であり、そのよう こ になら いように、小松・西郷は薩摩藩の大黒柱な で注意して欲 い 、くどいほど桂に注意を喚起した。
そもそも、江戸藩邸人員の引き上げ問題に端を発する京都
藩邸における対立は、小松が不在の中で生じた騒動であり、また、小松・西郷が同時に上京した以降も、両者間の対立の存在は確認できない。反西郷グループは、内田程度では西郷に対抗できないと思料し、小松を担ぐことによって対抗 ようとしたの は か。その雰囲気 察した岩下は 薩摩藩の帰趨を担う小松・西郷の連係関係を何としても維持しようと考え、桂 してこのような書簡を発した 考えたい。



























が昨晩山口に戻って坂本から聞いた話を伝聞し そ 内容は、長州再征の勅諚が下されてしまっ が、これに対して薩摩藩が余ほど尽力したものの、差し止めることができなかった。よって、この上は薩摩藩 兵力を背景にして争ってでも幕府を諌めるために、西郷が海路帰藩した上で率兵して再度上京することになった。その際に、下関において粮米を借用
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薩州渡米之義被仰下、関地には残米少も無之由、吉田、舟木辺も当年は如形御米払切及不足候位、中々急に繰合難相調候得共、丸に違約に相成候もいかゝ敷奉存候間、此内於吉田御手置 漸五百石程受込候分を其儘相渡 都合に申合手子之者一人為払方差出候間、右五百石にて当度は何分相済候様精々被仰入可 下候（略）外には一粒も差廻し候手段無之候、実は此五百石も極々難渋之分操出し申候間、不悪御合可被下候






るが、ようやく十一月六日に至って、藩主毛利敬親・広封父子の伏罪に関して尋問するため、大目付永井尚志、目付戸川忠愛・松野孫八郎は大坂を発し、十六日に広島に到着 。十一月二十日、永井らは国泰寺にお て 使者宍戸備後助を尋問し、翌二十一日に尋問書を下付して答申を求めた。二十四日になって、宍戸 答弁 提出 藩状 陳情すると同時に、再征の方針を非難して、藩 挙げ 断固として屈しないとする姿勢を示した。
また、晦日には長州藩使者木梨彦右衛門および諸隊の代表
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慶応期政局における薩摩藩の動向
について、そこに至る経緯については、派遣の沙汰書を始めとして、それに言及した書簡・日記等といった一次史料は管見の限り見当たらず、実際には不分明である。筆者は黒田派遣について、薩摩藩の藩命として、または西郷の個人的指示によって実行されたとする通説 は疑問を禁じ得な 。まずは、黒田派遣が通説のような理解で問題がないのかにつ て考察したい。
そもそも、薩長同盟締結といった外交上の最も重要な事象
について、その交渉をスタートさせる権限は久光・茂久父子にあり、それ以外では、せいぜい名代である筆頭家老の小松帯刀 限定される。とても西郷のみの裁量 実行することは叶わず、少なくとも小松ないしは在京家老の了承が必要であった。小松ら しても これだけの重要事象であれば、久光の意向を確認してから行動を起こすと考える が妥当であろう。
当時の中央政局では、抗幕姿勢を鮮明にする薩摩藩は幕府
から何かと深甚な嫌疑をかけ れていたが、閣老や一会桑勢力が盛んに薩摩藩を取り込もうとアプローチ 始めており、嫌疑を受けながらも薩摩藩への依頼が相当なレベルに達していた。こうした状況の中で、久光に黒田派遣の意向 京都から打診された形跡はない。一方で、藩として富国強兵を図って鹿児島に割拠することを優先するこの時点で、久光が積極
的に長州藩に対する、何らかの連携打診を命じることは考え難い。つまり、正規の藩ルートに則った黒田派遣の可能性は、極めて低いと認識せざるを得ない。
次に西郷の事情であるが、小松と共に率兵上京を果たした
















ような西郷が自分の立場を危うくしかねない黒田派遣を、しかも当時在京の小松を差置いて 独断で指示す こともあり得ないと判断する。つまり、黒田派遣は正式な藩命も西郷の指示も存在しなかったと考えざるを得ない。そもそも、木戸到着後の会談で、西郷が藩命や自身 への指示に則って、応対したような姿には到底思えない。ここに、黒田による独断専行による長州藩入りという可能性が俄然高まったと言えよう。黒田が木戸を伴って上 した際に脱藩の罪 問われなかったことから、黒田出奔後、西郷 尽力で長州藩探索といった任務が後付けされ の は ろうか。
ところで、黒田が木戸一行を従えて大坂に到着したのが一














もに、宿泊先を巡って混乱している状況が窺える。また、船の手配も急にはできないとしており、更に京都での居所も決まっておらず、黒田から前もって連絡があったとするが、この混乱ぶりか 直前の連絡であったようで、黒田の帰坂時期や木戸を同行するといったことを予め想定 たとはとても思えない。大坂留守居役ですらこの程度の認識で り、黒
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京、右さいこふより内意を請、此頃馬関へ被参滞留の由、黒田氏被申候ニハ、当時の折柄、水を脱し国事ニ尽力被成候段、赤心見届候間 不包打明し可申、右さいこふよりの内意と申ハ、長と心を一ツにして、さつ皇師ニ起り、会一橋を踏つふすへし、本国寺ハ定て橋ニ付へし、左候ハヽ是も同様 それを機会として、防長 ヶ国より起り、其頃迄麦滞在なれ 是も乗取手筈 高杉・桂（木戸）両人のみ深事 計り被居候、近々桂氏ハ弊藩の舟ニ乗、内々上京、其上万事策略ヲほとこし候間（略）万一右策はつれ候節は 日枝（比叡山）へ御――座 奉写、其所ニて屯――と申事 倭武士の清き心、春花 ともに開可申事、楽悦致居候
これによると、西郷の内意は薩長融和を前提に、薩摩藩が
京都で挙兵して一会桑勢力を倒し、水戸藩の本国寺党が慶喜に加担すればこれも倒すことを契機として、長州藩も挙兵し、この時点で将軍家が大坂に滞在している場合はこれも倒して まう手筈 ある。このことを黒田から高杉晋作・木戸の両名のみ 打ち明け、近々木戸は薩摩藩船で内々に上京して西郷と万事策略を相談する予定である。また万が一、この挙兵計画が失敗 た場合は、孝明天皇に比叡山 で動座 ただくとしており、来春 は薩長両藩による変事が起こりうるであろう 推察している。 さに、薩長両藩による挙兵に
よって、上方の幕府勢力を挟み撃ちにする軍事計画である。
宮地氏は黒田の言説を無条件に支持するが、筆者は保留す












いった過激な言説は一気に影を潜め その内容は大幅に後退して、むしろ現状ではどうすることもできない 吐露している。確かに、最後に幕府軍を迎え撃つ いった威勢の い言葉を並べてはいるものの、黒田のこの変化 どう説明をすべきだろうか。はやり、黒田は独断専行によって長州藩入りしたため、当初は威勢のいい言説を振りかざしてみた 、帰京後は藩要路の方針に従って、大幅にトーンダウンしたのと捉え い。
ところで、黒田がこうした長州藩潜入という行動を起こし




















田の行動予定を列挙しながら 、その行動は君命 受けたものではなく、実に脱藩同様の所業であると てお 、 の指摘は極めて重要であろう。黒田は日頃から自分の考えを基に、時に藩命を無視し、それを超えた行動をしていた事例である。こうした性向によって、黒田は独断専行による 藩






















































同意を求めた。そして、本件は井 が推進の中心であると伝え、奇兵隊から 片野十郎を派遣するよう依頼した 上京は既に議論が始まっており、しかも同行者の選定まで済ませている事実は注目に値する。黒田の来関が十二月の初旬あった証左である。
木戸らの計画は用意周到になされており、木戸単独での上
京ではなく、奇兵隊など反対 見込まれる諸隊 代表を一行に加えようとし 。木戸の上京 実現するための止むを得ない措置であり、木戸に対する目付の役割を果たすも であった。一方で、切羽詰まった中央政局の情勢理解を共有できるメリットも見込まれた。薩長融和がどうしても長州藩にとっ























後来之都合を懸念仕、種々前原氏にも 越兎角弟之趣主 は相違仕候、赤面無此心 合に而、上国行は勿論諸君之御席へ連候も奉恐入候次第に而苦心此事に御坐候」と、黒田提案を受け入れないと今後の支障にもなること 前原 再三伝えた。しかし、前原は木戸に同意し かったことを認め、このような展開を木戸は不徳の致すところとして、上京はもちろんのこと、今後は藩廟へも出仕しない とを仄めかした。木戸もこ 段階では、上京を諦めざるを得ない心境であった。
また、木戸は「所詮外勤仕候気色も無之候間、何卒黒田之
所程克御所致被成遣相応之不平 可有 得共致し方も無之候、此余空敷相待せ候様なる訳に而尚更不相済候間、此段御了察被成遣呉々も可然御取計奉願上 々本文之次第は被









上京に反対する御楯隊総督の太田市之進（御堀耕助）と対立しており、太田は「死者え対し薩と合力同心は、是迄同有志之恥る所」と これま 非業に斃れた同志に対して 薩摩藩との連携は恥じ入るところ ると主張している。 かし、井上は「死者え対し和解不相成事ならは、古来より敵と和解は出来ぬ者と相定り可申候」と、死者と和解ができ いのであれば、昔より敵と和解はできるはずがない 太田の説を退ける。
一方で、 「とふも政府はずる〳〵、大田之論は一人之潔白
之様に而、弟抔之口を入候時節に無之、昨夜も後来之事抔相考へ候に、維持割拠富国強兵抔とは夢々不思寄、人心も面は合体候得とも銘々少々之私論相交り候様被相窺」 藩廟は定見がないと歎じる。そして 太田 論が清廉潔白のようにもてはやされ、口をはさむ余地がない 悲観する。これでは長州藩の藩地割拠・富国強兵など夢物語に過ぎず、表面上は同論であっても、裏を返せばてんでんばらばらである し
て、 「実に艫柁のなき船の如き故、自然之風浪に任せ候方却而宜、人為には六つヶ敷、最早御上京も御進め不申、篤と前後御考合可被成候、何も兼而御恩遇を蒙り候故、弟の見込丈陳述仕候」と 櫓のない船のようだと歎じ、最早上京も諦めて今後の進退を熟考して欲しいとまで述べた。
加えて、 「御上京に不相成節は、老兄も弟も黒田え甚以面
皮無之故、改一同相揃ひ候而、此事は是非とも今日中え相答候様相成度奉存候」と黒田への対応 つ て申し入れ 木戸上京が実現しなければ、木戸も井上も黒田に合わせる顔がなく、改めて揃って協議して方針を決定し、是非とも本日中に黒田に結果を知らせたいと懇請した。藩廟は上京を容認たものの、この間、反対勢力の存在によって木戸ら 上京を諦めつつあった とが窺える。
しかし、この書簡が認められたまさに十二月二十一日、事
態は急転直下を迎える。木戸らの要請を受け、藩廟は黒田応を検討した結果、予定通り 上京を確認し、藩主 り上方探索 名目に木戸に上京を命じた。長州宗藩はこ 木戸の上京決定を、岩国を始 とする支藩には一切知らせていない。この間、薩長融和に多大の貢献していた岩国領主吉川経幹に対しては、藩廟は細やかな気配りを示し続け いたが決定の事後報告すらなされなかっ 。支藩から山口には政務員が派遣されており 報知することは可能であったがそれが





































ここ最近の薩長間の出来事によって互いに怨みを持っており、もはや連携を始めたから は、解決に関わった藩士たちはお互いに怨みは氷解したが、在国の藩士は未だに氷解とはいかない。ついては、木戸を何卒使節とされて、内々 大坂まで派遣されれば、様々な相談もできて長州藩にとっても都合が良いので、失敬ながら枉げてこのことをお願いしたいと、薩摩藩は坂本をして長州宗藩に申 入れたと時田は述べている。この通り、この史料の内容からユニオン号事件の決を目的としたと上京と解釈すること不可能である。
なお、時田は「始ハ小五郎も不同意、政府も御不折合之由










入った。その後、二十一日にいわゆる薩長同盟が締結されたとするが、これまで述べてきた新たな視点も交えな ら、この二週間ほどの経緯について考察していきたい。その際に使用できる一次史料であるが 管見の限り、木戸書簡（坂本龍馬宛、正月二十三日） ・吉川家史料（ 『吉川経幹周旋記』 ） ・「桂久武日記」に限られる。本章では、できる限りこの一次史料をベースにしながら、 「小松・木戸覚書」 （薩長同盟）の成立過程や意義に迫りたい。
薩摩藩としては、木戸の上京は唐突なものであり、当初か
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木戸申分ニ最早昨年之首級ニ而何も相済候と云て 所置遵奉之口気無之候 付、西郷より今日先之を忍べ他日雲霧霽て御上京之節、共ニ嘆願致度事と申候へ共同意 色不見候由也」と、重要な情報を齎した。木戸は小松・西郷に対し、昨年の第一次長州征伐における三家老の で、長州藩処分 済んでいるとの認識を示した。一方、西郷は幕府の処分 んで受け入れ ことを慫慂し、後日、嫌疑 晴れて藩主が上京した際に協働して復権 嘆願する意思表示をしたも の、木戸は断固として同意しなかったことが開陳された。
この間、薩摩藩は長州再征に異議を唱えていたが、何らか
の形で長州藩を処分するこ については 必ず も不同意ではなかった。あくまでも三家老 切腹は解兵条件であり むしろ何ら の処分は当然 あると考え、この点はその他諸侯とも共有した認識であった。但し、その内容は るべく穏便





次長州征伐に参謀格で加わっていたが 当初から三家老の切腹は解兵条件であり、別途処分が必要であるとの立場を堅持し、その道筋を立てることに尽力してきた経緯 あった。一方、長州藩・木戸の 場は三家老の切腹は解兵条件のみなず、処分そのものであ というもの 、長州再征どころか、今後長州藩を処分することすら不当であるとの認識であった。これは支藩を含めた 藩全体が共有し 方針 り、既に幕府との戦争も辞さないとす 臨戦態勢 構築を急いでいた。こうした背景の下 木戸は頑とし 薩摩藩側の要求を拒絶し のは当然であろう。
確かに、長州征伐後の幕府の矛先が薩摩藩に向かうことへ
の警戒心から、久光は藩地に割拠 て、貿易の振興や軍事改革・武備充実による富国強兵を目指し、幕府から距離を置いて将来の戦闘に備えるという抗幕志向を明確にしていた。そのためには長州藩の存続が必須であり、連携パートナー して最適ではあった。しかし、幕府の い嫌疑の中で これ以
上関係を悪化させてまでも、薩摩藩から長州藩に擦り寄る必要などなかった。更に、薩摩藩は幕府には長州再征を行うだけの武威を失っており、現実問題として、武力衝突を本心では望んでいないと踏んでいた。
つまり、形式的に面子さえ保てれば、幕府は長州再征を実
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郎薩江相迫候所、薩之答ニ此儀ハ極々真之内密ニ而洩し候積ニ而は無之 押詰られ無據洩らし候事ニ候、実ハ常時之勢迚も薩 力ニ及不申、此上ハ是非ニ不能幕長一戦ニ相成可申歟、争端開候而も半年一年ニ勝負決候様ニハ参申間敷、一戦ニ及候ハヽ其節薩之言被行候と存込候段相答候由也、右 ヶ條は真之極密ニ候へとも、岩国様ハ此内以来之御続相も有之候ニ付不包申上 次第ニ御座候間、必々御口外無之様 と再三口を留相頼申候
これによると、木戸は長州再征の阻止に向けた薩摩藩の周













相咄候也」と、黒田 桂を訪問し、この間 事情を詳細に説明した。翌十二日 「四ッ後（午前十時過ぎ）帯刀殿 西郷同伴ニて見舞也、長の木戸某より箱入付鍔大小御贈候由ニて
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慶応期政局における薩摩藩の動向
西郷氏持参也」と、小松が西郷を同伴して桂を訪ねた。この時、木戸対応について小松・桂・西郷の三者の間で、あくまでも木戸に対して長州藩処分の受諾を迫る か、あるいは受諾拒否を前提 、藩主父子の官位復旧という長州藩の復権への周旋に同意するのか議論した。しかし、この段階ではまだ結論が出ず、桂が木戸に面会した上で、再度議論す ことになったのではないかと考える。
十四日、桂は「四ッ時分（午前十時頃）より小松家江参、
ゆる〳〵相咄、木戸某江初て逢ひ致挨拶候、夫より帰りニ御屋敷江参、出殿いたし候所 最早退出後ニ相成、諏訪家江参、暫時相咄、夫より西郷氏江参る」と、小松邸に赴いて初めて木戸と対面し 時間をかけて小松も交えて国事話し込んだ。その後 桂はわざわざ退庁した島津伊勢（諏訪甚六）および西郷の許を訪れて る事実から判断して松・桂・木戸による三者会談を踏まえ、小松・ は 意向に沿うことを決定し、 考え 桂から伊勢・西郷に伝たのだろう。
この時の判断として、島津久光の同意が得られるかが大き
なポイントであった。幕府による処分を受け入れるか否かの最終判断は、当然ながら長州藩 帰するも であり、薩摩藩としては受け入れることを慫慂することしか叶わず 久光の意向如何に関わらない問題である。次 藩主父子 官位復旧
という長州藩の復権への周旋を開始することについては、小松・桂の間で慎重に検討されたであろう。しかし、長州藩をパートナーとして抗幕姿勢を貫き、廃幕を志向する薩摩藩にとって、長州藩の復権に加担する程度のことは既定路線からそう逸脱するものではなく、久光にとっても許容範囲であると判断したと考える。
なお、同日に「黒田嘉右衛門帰候由ニて参居候間、暫時相
咄候、夫より帰宿、七ツ過（午後四時過ぎ）諏訪氏見舞、海江田・奈良原ニも同断 暫時ニて皆被帰候」と、伊勢が海江田武次・奈良原繁を伴って、黒田清綱 面談後 桂を訪ねており、そこでも確認がなされたと考える。以上を踏まえ、薩摩藩要路と木戸との薩長連携に向けた国事会談 十八日 設定された。これは、こ 間に桂が「天気御伺勤首尾好相済候祝之心持ニて相招」と天機伺い 無事 済んだこ に対 、御礼のために在京藩士を二日に分けて招待し 大々的 祝賀会を開催し であり、この予定 変更 難 かっ ため、十八日開催となったものであろう。
十八日、桂は「八ッ時分（午後二時頃）より小松家江、此
日長の木戸江ゆる〳〵取会度申入置候付 参候様 との事故参候所、皆〳〵大かね時分（午後五時頃）被参 伊勢殿・西郷・大久保・吉井・奈良原也、深更迄相咄、国事段々咄合候事」と、夕方から深夜に及ぶ会談を行った。薩摩藩からは




足せず、藩主父子の官位復旧という長州藩の復権への周旋が行われていないことに不満を漏らし、薩摩藩に対して更なる尽力を強硬に迫ったであろう。ここで薩摩藩は既 決定いた方針に則り、長州藩が処分内容 拒否することを黙認し、長州藩主父子の官位復旧 いう長州藩の復権への周旋を薩摩藩が実行する方針を示し 。そして、木戸と議論を深めて、二十三日に木戸が坂本 書き送った六箇条の内容を粗々十八日に決定したものと捉えた 。
なお、芳即正氏はこの時点で在京薩摩藩士が関心を持つ国




に薩摩 にしか がない①について、そもそ の前でする話題ではあり得ない。また、③ ついては 処分内容に
関して予想することは可能であるが、その議論もあまり意味をなさない。やはり こでは、薩長両藩に関わる国事が議論されたとするのが妥当であり、六箇条の内容のアウトラインが出来上がったと思料 。
そして、木戸としては、六箇条の内容を成文化して藩に持
ち帰りたいとの意向が働 た。その事由は、十八日会談での長州藩からの 席者は木戸だけであり、この会談には木戸側に立って証人となるべき人物が ないため 後日、約束が反故にされてもそれを立証し、反駁することは叶わない。また、藩廟に報告した際、口頭でのやり取りのみでは信憑性が著しく乏しく、木戸上京に反対 た勢力からは信用されない可能性が高い。そし 、今後木戸が藩廟の中心と る にも、確固たる連携の証拠が必須であった。
しかし、薩摩藩側は木戸に押し切られ 回答した体を採っ
ているため、成文化を要求することは非現実的であった。加えて、薩摩藩側と調整の上で成文化した場合 木戸 思惑通りに内容が記述されるとは限らない可能性 十分 あり得た。そのタイミングでの坂本の登場は、木戸にとってこの上もない僥倖になった。５・２
　「小松・木戸覚書」の内容と意義
いわゆる薩長同盟は周知のとおり、慶応二年一月二十三日
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慶応期政局における薩摩藩の動向
に木戸孝允から坂本龍馬に送られた書簡に記された六箇条をもって成立したとされる。坂本は一月十日に土佐浪士池内蔵太・新宮馬之助、長府藩士三吉慎蔵を伴い下関を発し、十八日に薩摩藩大坂藩邸に入り、十九日 伏見寺田屋に宿した。二十 夜、坂本は池・新宮 共に密に入京し、薩摩藩二本松邸に入った。そして、翌二十一日には小松邸に移り、通説ではその日に坂本の周旋 よって六箇条が、つまり薩長同盟が成立したとされる。
しかし、前節で述べた通り、十八日の会談でこの六箇条の

















御座候間（略）西郷の外ヘモ段々引き合い等モこれ有り、当分の機合ニテ其 ままトフモ 取り兼ね候模様に御座候間、暫時 間見合セ候ヲ然るベク申シ談ジ、其のため一先一蔵差し越され、当方の形勢かつ右等の形行言上致し候ハヽ 安心成し下さるべきやと申し談じ候間、左様御汲み得下さるべく候
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これによると、中央政局は特段の変化もないとしながら、
長州藩処分が決定するようで、老中板倉勝静・小笠原長行が京都（一会桑勢力） ・大坂（幕府本体）間を行き来して内決し、奏聞する積りであると言われている。また、京都と大坂間でまとまらず、朝廷の裁断を仰ぐとも言われているとし、その状況を大久保が帰藩して報告 こ になったと告げる。また、こうした状況下で西郷に対する外部からの接触も増えていることから、当分は西郷を連れて帰藩が叶わないとし、そのため大久保 帰藩させ、中央政局の状況や桂が復命すべき事柄を久光に言上すれば、安心されるだろうと小松らと相談したと申し送っ 。
桂が復命すべき事柄とは、京都留守居内田政風の兵庫開港
の勅許反対の建言（慶応元年九月二十九日）が幕府から外国に漏れ、特にパークスから嫌疑を受けていたことについて、更にパークスの鹿児島訪問の希望を受け入れるか否かについて、長崎で グラバーとの会談を基にし 情報伝達と対応への分析結果であった。本件については、それ以前の一月十七日に鹿児島からの飛脚が到着し、十二月二十九日発信 桂・内田らの帰藩命令が齎されていた。
つまり、大久保の任務は十九日に老中が急遽上京し、実際
には一会桑勢力に将軍家茂の裁断を伝えて内決 た処分案を、二十二日に奏聞すること なった緊迫した中央政局 状
況を伝えることが主任務であり、そこに桂が復命すべき薩英間の懸案事項が付加された。当然、木戸が上京した以降の様々な経緯も含まれたであろう そして、二十一日、 「谷村・奈良原・黒田嘉右衛門（清綱） ・同了助（清隆） ・大久保氏・得野良介・堀直太郎等出立候付見送候也」と桂に見送られ、木戸を伴って京都を出発している。大久保は処分案が勅許さ ること 前提に離京しており、その結果を大坂で確認した上で出発する手筈であった。
大久保らは二十五日に大坂を出発しているが、それまでに






藩士にキャッチされ、大久保の帰藩が急遽決定を見たが、一方で、木戸においては、処分案の如何はさしたる重要事項ではなかった。既 十八日 会談で薩長融和に向け 六箇条の
















た小松・西郷、そして坂本の前で、 八 の会談で成立した六箇条のアウトラインを確認し がら話し 確固たる六にしたと考える。坂本は長州藩要路 一部には薩摩藩士とて認識されており、昨春来の薩長融和に向けた動向におい
て、常に薩摩藩の使者として長州藩に派遣された人物であった。木戸にとって、生粋の薩摩藩士から証拠を得られない中で、最善の選択が坂本を証人にすることであった。そして、木戸から坂本に送られた書簡に記されたことによって、そして、その内容を坂本が確証したことを踏まえて、名実ともに六箇条が成立し ことになる。
なお、坂本が会談に加わるまで特段の国事の話はなされて
























守護を藩是としており、幕長戦争が勃発した場合、多数の藩兵が御所 守るために派遣されたとしても不思議ではない。問題は兵数と考えるが、文久三年（一八六三）九月、八月十八日政変後の久光の率兵上京時は一五〇〇人であった。この際は、長州藩の率兵上京の可能性が念頭に置かれたが、今回は幕長戦争という緊急事態が実際に勃発したことを前提にしているため、必ずしも二〇〇〇という数が突出しているわけではな 。つまり、薩摩藩 既定路線そのものである。
なお、上方にこれだけの兵力が存在することは、長州藩に




薩摩藩が挙兵することを恐れてお 幕府軍 力を分散させる効果があった。薩摩藩の既定路線とは言え、長州藩にとっては大きな側面支援には相違なかった。木戸がこれ 聞き出せたことは、極めて戦略上、有意義であっ 。
②③④では、幕長戦争で長州藩が勝利の場合、敗戦の場
合、そもそも幕長戦争自体がない場合（幕府軍の東帰）の、長州藩復権に向けての の周旋活動の約束である。これまでも、薩摩藩は長州藩 寛典処分を唱えており、嫌疑が深まるとはいえ れほどの負担では い。更 、仮に結果が





維持の場合の薩摩藩の対応策である。つまり、幕府軍が上方に駐屯している状態で、一会桑勢力もこれまで通りに朝廷を傀儡 して、長州藩復権という正義に向けての薩摩藩の周旋活動を妨害 た場合を想定しており、その場合はこれら幕府勢力と「決戦」するとした。このケースは、②から⑤の今後の事態予測の中で、最も可能性が低い のである。
幕府本体が現状の兵力を維持して長州再征をせずに、この
まま上方に居続けることは財政的に困難であり また 長期間の上方滞在 兵士は倦いており、そこに病気の蔓延も相俟って、士気は著しく低下し いる状況下では、現状維持は現実的ではない。つまり、 「決戦」という語彙を使用しているものの、薩摩藩は実際 戦闘に至る 微塵も感じておらず、リップサービスの域を出ない。
⑥では、薩摩藩の周旋活動が功を奏し、長州藩が復権した








は幕府においては、万万戦を始め候様子相見得申さず、此の度の所置を申し付け候て、承服致さざる儀は 知れ居り候わん、定めて何とか上手に策を廻らし候事もこ あり候わんかと、申す訳に御座候」と、幕府が長州再征を実行することは万が一にもないと断言する。一方で 幕府も長州藩が処分内容を承服する可能性がないことは承知しているはずであり、今回の処分伝達は幕府 何か上策があってのこと あろうかと訝しんでいる。
このように、在京要路は久光にとっても、六箇条は許容範
囲であると判断し、木戸と交渉したと考える。つまり、六箇条は「同盟」 「盟約」と称される程のレベルではなく在京薩摩藩士のトップであり、かつ久光 名代的存在であった小松帯刀が、長州藩を代表して上京した木戸 の間で交わした「 ・木戸覚書」 する が妥当である。なお、 「小



























薩摩藩は、久光の率兵上京を企図するに至 た 、その際粮米借用を長州藩 依頼 ため坂本を派遣した。同時に薩摩藩の再征勅許の反対 奔走 動向を敢えて示すことによって、長州宗 への更なる接近を企図し 。坂本が齎した長州再征の勅許の情報 長州藩のより一層 警戒感を煽り、武備充実へ 決意を掻き立て、また、 「非義勅命」 批判する大久保書簡写しは、長州藩の精神的支柱となり 薩長融和の気運が一気に醸成された。
長州再征の勅許を獲得した幕府は糺問使を派遣したが、そ
の動向に関する情報収集および尋問を受けた 状況探索のため、薩摩藩は再度坂本を長州藩に派遣し 。同じタイミングで、木戸上京を企図した黒田清隆も長州藩に潜入していたが、黒田の派遣は藩命や西郷の内意ではなく、独断専行の行為であった。黒田から要請を受けた木戸を含む多く 要




れば長州再征を実行せず、処分についてもなし崩し的 寛典に向かうものと考えていた薩摩藩 、木戸に幕府の処分受け入れを慫慂したものの、木戸の断固とした拒否 あった。更に、木戸から藩主父子 官位復旧という長州藩の復権への周旋を迫られた薩摩 は、小松 判断によりこれを受け入れたことから、 「小松・木戸覚書」 （六箇条）が成立した。この背景として、長州藩をパートナーとして抗幕姿勢を貫き、廃幕を志向する薩摩藩にとって、長州藩の復権に加担する程度のことは既定路線 逸脱するもので ないと 認識があった。
本稿では、薩長融和に向けた坂本の周旋開始について、坂
本は薩摩藩の意向に沿って 士 し 活動を展開しており、これ以降の長州藩への派遣も小松・西郷 指示に基づくものであったこと、また、西郷の来関問題については、当初から薩摩藩・西郷は下関を訪問する意思はなく時期尚早と捉えており、土方楠左衛門らによる勇み足的な計画であったことを明らかにした。そして、長州藩の武器調達における薩摩藩の名義貸しについて、坂本の周旋および 決断という通説を否定し、井上・伊藤からの要請を受けた小松による決
断であること、また、これを機に長州藩要路が慎重な態度を転換し、藩主父子から久光父子に関係改善を申し出るなど、一気に薩長融和に傾斜したことを指摘して、小松と井上・伊藤の会談および井上の鹿児島訪問を薩長融和の嚆矢と位置付けた。
桂の上京目的については、西郷が計画した江戸藩邸人員の
引き上げの中止を申し渡すこと あったこと、そもそも西郷に幕府に対する武力発動といった過激な戦略はなく、藩是を逸脱した過激な言動は見られな こと、この当時、京都藩邸内で西郷支持派と反対派が対立を深めている 鹿児島で認識されていたが、西郷にはその認識は全くなく、また 小松の対立の噂も喧伝されていたが、両者間に亀裂がないことを明確にした。併せて、坂本が長州藩に齎した「非義勅命」を批判する大久保書簡写しによって、薩摩藩の周旋事情が判明したことから長州藩は迅速 粮米提供を決定したこ 、薩摩藩への信義の回復と周旋尽力への依頼 飛躍的 高まり、こうした機運は薩長融和の向けた更なる一歩 して位置付けられことを論じ 。
そして、薩長同盟の画期となった黒田の長州藩派遣につい
て、幕府の嫌疑を受けながらも、閣老や一会桑勢力から接近工作を受けていた薩摩藩が連携を打診するタイミングになかったこと、西郷は幕府瓦解を自然の成り行きと捉え 慎重
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慶応期政局における薩摩藩の動向
に構えることを明言しており、また、久光の監視の目を意識せざるを得ず、しかも、小松の存在を等閑視して黒田派遣決定することは不可能であることを論証した。加え 、黒田の大坂到着時の上方要路の混乱ぶりや黒田の派遣前後 言動やそ 性向の分析から、藩命や西郷の指示を受け ものでなく、黒田の独断専行によるものであることを結 付 なお、黒田の判断の背景として、西郷 若者を扇動するような言説が存在したことを例示した。
木戸上京後の薩長交渉については、長州藩処分の受け入れ
を迫った薩摩藩が木戸 固とした拒絶にあい、それ 撤回して長州藩復権への周旋に同意した経緯 説明し、この決断は薩摩藩の既定路線からそう逸脱するものではなく 久光にとっても許容範囲であるとの小松 判断によって実現したことを提示に た。また、 「小松・木戸覚書」の成立について坂本周旋説を否定し、薩長会談による六箇条のアウトライン成立、坂本を証人とした六箇条の確認、 書簡による明文化によって六箇条が確定 経緯を明示し ま 、内容析から「同盟」 「盟約」 称される程 レベルではなく、久光の名代的存在である小松が長州 を代表す 木戸と 間で交わした、 「小松・木戸覚書」と呼称するのが妥当であることを提起した。「小松・木戸覚書」は長州藩・木戸にとって、その存在は










1）薩長同盟以外にも薩長盟約等、様々に呼称されてきたが、本稿では「小松・木戸覚書」と命名した。また、必要に応じてこれまで 呼称 用いる場合、最もスタンダードと考える「薩長同盟」を採用した。なお 桐野作
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人「再考
 薩長同盟」 （ 『歴史群像』一三七号、学研プラ
ス、八二〜九二頁）参照。
（
1）青山忠正「薩長盟約の成立とその背景」 （ 『歴史学研究』五五七、一九八六年） ・ 『明治維新と国家形成』 （Ⅲ
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（（）時田少輔書簡（木戸孝允宛、閏五月二日、木戸孝允関係文書研究会『木戸孝允関係文書』 （以下『木戸文書』 ）４、東京大学出版 、二〇〇九年、五〇六頁）
（
（1）木戸孝允書簡（時田少輔宛、閏五月三日、 『木戸孝允文書』 （以下『木戸』 ）二、東京大学出版会、昭和四十六年復刻、六三頁）
（
（1）末松謙澄『防長回天史』 以下『防長』 ）七、マツノ書店、平成三年復刻 一九五頁


























































11）内田伸編 村益次郎 』 （マツノ書店、二〇〇〇年） 、⑤応接場参照
（
11） 「長藩行政・軍事の改革に関する建言書」 （長州藩政府宛、慶応元年五月 『木戸』八、二二〜二四頁）
（










11） 「薩長両藩盟約に関する自叙」 （ 『木戸』八、一九七一年復刻、二〇四〜二 六頁）




































































































11） 『西郷隆盛と幕末維新の政局』 、一二三頁。なお、宮地正人氏は「この西郷を中核とする薩摩藩論の急激な変化は、宇和島の伊達宗城によってもかぎつけられていた」 （ 『歴史のなかの『夜明け前』 』 、一四九頁）と同様な評価をしている。
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（1（）小松は木戸に対して、 「然者其砌は万事失敬相働候義残情不少奉存候、しかし緩々御高話拝承大幸之至奉存候」 （木戸宛書簡 二月六日、 『木戸文書』４、四六頁）と伝えており、両者間の会談が上首尾であったとしている。
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